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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線移動通信システム内のセルとの回線交換（ＣＳ）連結およびパケット交換連結を有
する移動局（ＭＳ）によりハンドオーバーを実行する方法であって、
　前記方法は、
　ａ－１）前記移動局が二重伝送モード（ＤＴＭ）ハンドオーバーを支援しない場合に、
ネットワークから、ＰＳハンドオーバー命令メッセージおよびＣＳハンドオーバー命令メ
ッセージを別々に受信することであって、前記ＰＳハンドオーバー命令メッセージは、新
たなセルとのＰＳハンドオーバーを実行するための情報を含み、前記ＣＳハンドオーバー
命令メッセージは、前記新たなセルとのＣＳハンドオーバーを実行するための情報を含む
、ことと、
　ａ－２）前記移動局が前記ＤＴＭハンドオーバーを支援する場合に、前記ネットワーク
からＤＴＭハンドオーバー命令メッセージを受信することであって、前記ＤＴＭハンドオ
ーバー命令メッセージは、新たなセルとのＣＳハンドオーバーおよびＰＳハンドオーバー
を実行するための情報を含む、ことと、
　ｂ）前記新たなセルとのＣＳ連結およびＰＳ連結を確立するために、前記ＤＴＭハンド
オーバー命令メッセージまたは前記ＰＳハンドオーバー命令メッセージおよび前記ＣＳハ
ンドオーバー命令メッセージの両方に含まれる前記情報に基づいて、前記新たなセルとの
前記ＣＳハンドオーバーおよび前記ＰＳハンドオーバーのための手順を実行することと、
　ｃ）前記ＣＳハンドオーバーおよび前記ＰＳハンドオーバーが完了した後に、前記ネッ
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トワークにハンドオーバー完了メッセージを伝送することと
　を具備する、方法。
【請求項２】
　前記ＣＳハンドオーバーおよび前記ＰＳハンドオーバーは、予め定義された優先順位に
従って実行される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＤＴＭハンドオーバー命令メッセージは、専用制御チャネル（ＤＣＣＨ）上で受信
される、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記予め定義された優先順位は、前記ＭＳの応用階層で決定される、請求項２に記載の
方法。
【請求項５】
　無線移動通信システム内のセルとの回線交換（ＣＳ）連結およびパケット交換連結を有
する移動局（ＭＳ）であって、
　前記移動局は、
　前記移動局が二重伝送モード（ＤＴＭ）ハンドオーバーを支援する場合に、ネットワー
クからＤＴＭハンドオーバー命令メッセージを受信する手段であって、前記ＤＴＭハンド
オーバー命令メッセージは、新たなセルとのＣＳハンドオーバーおよびＰＳハンドオーバ
ーを実行するための情報を含む、手段と、
　前記移動局が前記ＤＴＭハンドオーバーを支援しない場合に、ＰＳハンドオーバー命令
メッセージおよびＣＳハンドオーバー命令メッセージを別々に受信する手段であって、前
記ＰＳハンドオーバー命令メッセージは、新たなセルとのＰＳハンドオーバーを実行する
ための情報を含み、前記ＣＳハンドオーバー命令メッセージは、前記新たなセルとのＣＳ
ハンドオーバーを実行するための情報を含む、手段と、
　前記新たなセルとのＣＳ連結およびＰＳ連結を確立するために、前記ＤＴＭハンドオー
バー命令メッセージまたは前記ＰＳハンドオーバー命令メッセージおよび前記ＣＳハンド
オーバー命令メッセージの両方に含まれる前記情報に基づいて、前記新たなセルとの前記
ＣＳハンドオーバーおよび前記ＰＳハンドオーバーのための手順を実行する手段と、
　前記ＣＳハンドオーバーおよび前記ＰＳハンドオーバーが完了した後に、前記ネットワ
ークにハンドオーバー完了メッセージを伝送する手段と
　を具備する、移動局。
【請求項６】
　前記ＣＳハンドオーバーおよび前記ＰＳハンドオーバーは、予め定義された優先順位に
従って実行される、請求項５に記載の移動局。
【請求項７】
　前記ＤＴＭハンドオーバー命令メッセージは、専用制御チャネル（ＤＣＣＨ）上で受信
される、請求項５に記載の移動局。
【請求項８】
　前記予め定義された優先順位は、前記ＭＳの応用階層で決定される、請求項６に記載の
移動局。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ハンドオーバー遂行方法に関するもので、より詳細には、無線移動通信シス
テムにおける二重伝送モード（ＤＴＭ）のためのハンドオーバー遂行方法に関するもので
ある。
【背景技術】
【０００２】
　回線交換（Ｃｉｒｃｕｉｔ　Ｓｗｉｔｃｈｅｄ；以下、‘ＣＳ’という。）、パケット
交換（Ｐａｃｋｅｔ　Ｓｗｉｔｃｈｅｄ；以下、‘ＰＳ’という。）及び核心網（Ｃｏｒ
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ｅ　Ｎｅｔｗｏｒｋ；以下、‘ＣＮ’という。）などの接続方式によって、ＧＳＭ（Ｇｌ
ｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ）／Ｇ
ＰＲＳ（Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｒａｄｉｏ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）／ＥＤＧＥ（Ｅ
ｎｈａｎｃｅｄ　Ｄａｔａ　Ｒａｔｅｓ　ｆｏｒ　ＧＳＭ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）システ
ムは、３個のクラス（Ａ、Ｂ、Ｃ）に区分される。すなわち、Ａクラスでは、移動局（Ｍ
ｏｂｉｌｅ　ｓｔａｔｉｏｎ；以下、‘ＭＳ’という。）は、ＣＳ及びＰＳサービスを同
時に受信することができる。Ｂクラスでは、ＭＳは、ＣＳ及びＰＳサービスを全て受信す
ることができるが、両者を同時に受信することはできない。一方、Ｃクラスでは、移動局
は、ＣＳまたはＰＳのうち何れか一つのみを受信することができる。
【０００３】
　前記ＧＳＭ／ＧＰＲＳ／ＥＤＧＥシステムでは、専用モード（Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｍ
ｏｄｅ）、パケット伝送モード（Ｐａｃｋｅｔ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ　Ｍｏｄｅ）及び二重
伝送モード（Ｄｕａｌ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ　Ｍｏｄｅ；以下、‘ＤＴＭ’という。）が支
援される。前記専用モードは、ＭＳがＣＳ連結を有することを意味し、前記パケット伝送
モードは、ＭＳがＰＳ連結を有することを意味し、前記ＤＴＭは、移動局がＣＳ及びＰＳ
連結を全て有することを意味する。
【０００４】
　従来技術によると、前記ＧＳＭ／ＧＰＲＳシステムは、ＣＳ連結に基づいてハードハン
ドオーバー（Ｈａｒｄ　Ｈａｎｄｏｖｅｒ）を支援する。また、前記ＧＳＭ／ＧＰＲＳシ
ステムは、ＰＳ連結に対するハンドオーバーも支援する。しかしながら、従来技術は、Ｄ
ＴＭに対するハンドオーバー過程を具体的に提案していない。より詳細には、ＤＴＭでＭ
ＳがＣＳ連結を有する場合、ハンドオーバー状況が発生すると、ＰＳ連結を解除し、ＭＳ
が専用モードにあるときと同一の方法でＣＳハンドオーバーを遂行する。一方、ＤＴＭで
ＣＳ連結のみを解除する場合にも、ＰＳ連結を解除し、遊休モード（Ｉｄｌｅ　Ｍｏｄｅ
）に転換する。その後、ＭＳは、遊休モードから再びパケット伝送モードに転換する。
【０００５】
　現在、広帯域コード分割多重接続（ＷＣＤＭＡ）システムでは、現在のＣＳデータとＰ
Ｓデータを同時に受けるようにするサービスを支援している。そして、ＷＣＤＭＡシステ
ムとＧＳＭ／ＧＰＲＳ／ＥＤＧＥシステムとの間のハンドオーバーも可能である。しかし
ながら、ＤＴＭでＧＳＭ／ＧＰＲＳ／ＥＤＧＥシステムがハンドオーバーを支援しない場
合、ＷＣＤＭＡシステムで提供していたサービスを受信することができない。すなわち、
ＧＳＭ／ＧＰＲＳ／ＥＤＧＥシステムのＤＴＭで、ＣＳ連結及びＰＳ連結を通したデータ
を同時に受信することができない。
【０００６】
　結果的に、ＭＳは、ハンドオーバーを効率的に遂行することができない。そして、ＭＳ
は、ＣＳまたはＰＳのうち何れか一つの重要性がより高い場合も、このような優先順位を
ハンドオーバー遂行過程に反映することができない。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　したがって、本発明は、上記のような従来技術の制約及び短所による一つ以上の問題点
を実質的に除去する無線移動通信システムにおけるＤＴＭのためのハンドオーバー遂行方
法に関するものである。
【０００８】
　本発明の一つの目的は、無線移動通信システムにおけるＭＳによるＤＴＭハンドオーバ
ー遂行方法を提供することにある。
【０００９】
　本発明の他の目的は、無線移動通信システムにおけるネットワークによるＤＴＭハンド
オーバー支援方法を提供することにある。
【００１０】
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　本発明の追加的な目的は、無線移動通信システムでＤＴＭハンドオーバーを遂行するた
めの装置を提供することにある。
【００１１】
　本発明の更に他の目的は、無線移動通信システムでＭＳ及びネットワークを通してＤＴ
Ｍハンドオーバーを遂行して支援するシステムを提供することにある。
【００１２】
　本発明の追加的な長所、目的及び特徴は、下記のように部分的に説明されるもので、下
記のような部分的な説明を通して技術分野で通常の知識を有する者にとって自明になるか
、本発明の実施例を通して理解することができる。本発明の目的及び他の長所は、詳細な
説明、添付の図面のみならず、特許請求の範囲で特別に指摘された構造によって実現また
は達成される。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　以下で具体化されて包括的に説明されるように、上記のような目的及び他の長所を実現
し、本発明の目的と一致させるために、一実施例として、無線移動通信システムでＭＳを
通してＤＴＭハンドオーバーを遂行する方法は、隣接セルの情報を受信するＭＳを含む。
ここで、前記隣接セルの情報は、隣接セルリストとして、ＭＳは、前記隣接セルの信号強
さを測定し、隣接セルに対する測定結果を含むメッセージを伝送する。そして、ＭＳは、
ネットワークからメッセージを受信するが、前記メッセージは、隣接セルのうち何れか一
つのセルにＤＴＭハンドオーバー手順を遂行するようにＭＳに指示するＤＴＭハンドオー
バー命令メッセージである。最後に、ＭＳは、ＤＴＭハンドオーバー手順を遂行する。
【００１４】
　本発明の他の様相として、ネットワークは、隣接セルの情報を伝送するが、前記隣接セ
ルの情報は、隣接セルリストとして、ＭＳは、前記隣接セルの信号強さを測定する。ネッ
トワークは、前記隣接セルに対する信号強さの測定結果を含むメッセージを受信する。そ
して、前記ネットワークは、前記ＭＳにメッセージを伝送するが、前記メッセージは、隣
接セルのうちいずれか一つのセルにＤＴＭハンドオーバー手順を遂行するようにＭＳに指
示するＤＴＭハンドオーバー命令メッセージである。
【００１５】
　本発明の追加的な様相として、無線移動通信システムでＤＴＭハンドオーバーを遂行す
る装置は、隣接セルの情報を受信する無線周波数（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ；以
下、ＲＦという。）モジュールの受信ブロックを含むが、ここで、前記隣接セルの情報は
、隣接セルリストである。前記装置は、前記隣接セルの信号強さを測定する。前記ハンド
オーバーを遂行する装置は、ネットワーク、すなわち、隣接セルのうち何れか一つのセル
にＤＴＭハンドオーバーを遂行する装置からメッセージを受信する。また、前記ハンドオ
ーバーを遂行する装置は、隣接セルの信号強さの測定結果を含むメッセージを伝送するた
めのＲＦモジュールの伝送ブロックを含む。
【００１６】
　本発明の更に他の様相として、無線移動通信システムでＭＳ及びネットワークを通して
ＤＴＭハンドオーバーを遂行して支援するシステムは、隣接セルの情報を伝送し、ＭＳの
ＲＦモジュールの伝送ブロックから前記隣接セルの信号強さの測定結果を受信し、前記隣
接セルのうち何れか一つのセルにＤＴＭハンドオーバー手順を遂行するように前記ＭＳに
指示する、ＤＴＭハンドオーバー命令メッセージを伝送するネットワークを含む。ここで
、前記隣接セルの情報は、前記隣接セルリストとして、ＭＳの前記隣接セルの信号強さを
測定する。
【００１７】
　また、前記システムは、隣接セルリストを含む隣接セルの情報を受信ブロックで受信し
、前記隣接セルの信号強さの測定結果を伝送ブロックを通して伝送し、受信ブロックで前
記ＤＴＭハンドオーバー命令メッセージを受信する前記ＭＳのＲＦモジュールを含む。こ
こで、前記隣接セルの情報は、前記隣接セルリストとして、ＭＳの前記隣接セルの信号強
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さを測定する。
【００１８】
　上記のような本発明に対する包括的な説明及び下記のような詳細な説明は、全て例示的
及び説明的なもので、特許請求の範囲に記載された本発明に対して付加的な説明を提供す
るためのものである。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明は、無線移動通信システムのＭＳでＤＴＭハンドオーバーを遂行する方法を提供
することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　本発明の好適な実施例に対する説明には参照が使用され、本発明の各例は添付の図面を
通して説明される。図面における同一の参照番号は、同一部分または類似部分を示すため
に使用される。
【００２１】
　図１は、専用モードにおけるハンドオーバー遂行過程の一例を示している。図１に示す
ように、ＭＳは、隣接セルから伝送される信号の強さ及び／または信号の品質を測定する
ための隣接セルリストを、現在ＣＳ連結状態にあるセル＃１から受信する（Ｓ１１）。こ
こで、前記隣接セルリストは、測定情報メッセージ（Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｉｎｆｏ
ｒｍａｔｉｏｎ　Ｍｅｓｓａｇｅ）を通してＭＳに伝送する。そして、セル＃１は、前記
ＭＳと現在連結状態にあるセルである。
【００２２】
　前記測定情報メッセージを通して隣接セルリストを受信した後、前記ＭＳは、前記隣接
セルリストに該当する隣接セル（例えば、セル＃２、セル＃３）から伝送される信号の強
さ及び／または信号の品質を測定する（Ｓ１２、Ｓ１３）。このとき、前記ＭＳは、放送
制御チャネル（Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ；以下、‘ＢＣＣ
Ｈ’という。）を通して伝送される信号の強さを測定する。前記測定された信号の強さ／
品質は、測定報告メッセージ（Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔ　Ｍｅｓｓａｇｅ
）を通してセル＃１に伝送される。より具体的に、前記測定された信号の強さ及び／また
は信号の品質情報は、測定結果情報要素（Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｓｕｌｔ　Ｉｎ
ｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｅｌｅｍｅｎｔ）に含まれる（Ｓ１４）。また、前記測定結果情報
要素に含まれたパラメータ（例えば、ＲＸ＿ＬＥＶ及びＲＸ＿ＱＵＡＬ）を用いて、各隣
接セル別に測定された値が伝送される。以下では、信号強さは、信号品質とほとんど同じ
意味で使用されるか、信号強さ及び信号品質を全て示すものとして使用される。
【００２３】
　隣接セルの測定された信号強さ情報に基づいて、セル＃１でＭＳがハンドオーバーを遂
行する必要があると判断された場合、セル＃１は、ＭＳにハンドオーバー命令メッセージ
（Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｃｏｍｍａｎｄ　Ｍｅｓｓａｇｅ）を伝送する（Ｓ１５）。前記ハ
ンドオーバー命令メッセージは、主要（Ｍａｉｎ）専用制御チャネル（Ｄｅｄｉｃａｔｅ
ｄ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ；以下、‘ＤＣＣＨ’という。）を通して伝送され
る。
【００２４】
　ハンドオーバー命令メッセージを受信した後、ＭＳは、前記ハンドオーバー命令メッセ
ージを通して指定されたセル＃２に、ハンドオーバーアクセスメッセージ（Ｈａｎｄｏｖ
ｅｒ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｓｓａｇｅ）を伝送する（Ｓ１６）。セル＃２は、前記ＭＳに
物理情報メッセージ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｍｅｓｓａｇｅ）を
伝送する（Ｓ１７）。前記物理情報メッセージは、タイミング進行（Ｔｉｍｉｎｇ　Ａｄ
ｖａｎｃｅ；以下、‘ＴＡ’という。）値を含む。前記ＴＡ値は、ＭＳとセル＃２との間
の伝送遅延によって発生したオフセット値を示す。
【００２５】
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　その後、ＴＡを有する時間スロットの境界で正確なタイミング情報を知ることができ、
セル＃２とＭＳとの間にシグナリングリンク（Ｓｉｇｎａｌｉｎｇ　Ｌｉｎｋ）を設定す
るためにセル＃２から伝送される必要情報を知ることができる（Ｓ１８）。
【００２６】
　ＭＳとセル＃２との間に主要シグナリングリンクが設定されると（Ｓ１８）、ＭＳは、
セル＃２にハンドオーバー完了メッセージ（Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｃｏｍｐｌｅｔｅ　Ｍｅ
ｓｓａｇｅ）を伝送し（Ｓ１９）、ハンドオーバー過程を終了する。一方、セル＃１は、
基地局制御器（Ｂａｓｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ；以下、‘ＢＳＣ’と
いう。）にハンドオーバー完了メッセージを伝送することで、セル＃２とＭＳとの間に連
結が設定されたことを知らせる。そして、ＢＳＣでは、セル＃１に割り当てられていた各
チャネルを解除する。以下では、ＢＳＣは、ネットワークまたはこれとほぼ同じ意味を有
するもの、基地局（Ｂａｓｅ　Ｔｒａｎｓｃｅｉｖｅｒ　Ｓｔａｔｉｏｎ；以下、‘ＢＴ
Ｓ’という。）として言及される。
【００２７】
　上述したように、ＧＳＭ／ＧＰＲＳ／ＥＤＧＥシステムは、専用モードの他にパケット
伝送モードを支援する。ＭＳがパケット伝送モードでハンドオーバー手順を遂行する必要
があると、前記ＭＳは、現在のＰＳ連結を特定時間の間解除し、パケット遊休モード（Ｐ
ａｃｋｅｔ　Ｉｄｌｅ　Ｍｏｄｅ）に転換する。前記パケット遊休モードでセル再選択（
Ｃｅｌｌ　Ｒｅｓｅｌｅｃｔｉｏｎ）過程を通して新しいセルを選択し、新しいセルとの
ＰＳ連結を再び遂行することで、継続的にパケットを送受信することができる。前記セル
再選択過程において、ＣＳハンドオーバー過程と同様に、前記セルは、ＭＳで測定された
各隣接セルに対する信号強さに関する情報を受信する。前記セルは、この情報に基づいて
、ハンドオーバーの遂行可否に関する情報、及び何れのセルにハンドオーバーを遂行すべ
きであるかに関する情報を伝送する。
【００２８】
　上述した二つのモードの他に、ＧＳＭ／ＧＰＲＳ／ＥＤＧＥシステムは、ＤＴＭを支援
する。前記ＤＴＭ強化（Ｅｎｈａｎｃｅｍｅｎｔ）方式によると、ＤＴＭでＣＳ連結が解
除される場合もＰＳ連結を継続的に維持することができる。ＤＴＭ強化方式は、ＭＳ及び
セルの両者がこの方式を支援する場合に適用可能である。
【００２９】
　ＤＴＭでのハンドオーバー手順の遂行は、以下で詳細に説明される。ＣＳ連結における
ハンドオーバー手順は、ＰＳ連結におけるハンドオーバー手順と類似しているので、前記
ＣＳハンドオーバー及び前記ＰＳハンドオーバーは独立的に遂行することができる。
【００３０】
　より具体的に、ＭＳは、現在のセル（例えば、セル＃１）から隣接セルリストを受信す
るが、前記隣接セルのＢＣＣＨを通して伝送される信号の強さは、ＭＳによって測定され
る。専用モード、遊休モード、パケット遊休モードやパケット伝送モードである場合、前
記ＭＳは、前記隣接セルリストに含まれた各隣接セルに該当するＢＣＣＨを通して伝送さ
れる信号強さを測定する。そして、ＰＳサービスのためのパケット放送制御チャネル（Ｐ
ｒｉｍａｒｙ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ；以下、‘ＰＢＣ
ＣＨ’という。）が支援される場合、ＰＳ連結に対しては、ＢＣＣＨの代わりにＰＢＣＣ
Ｈを通して伝送される信号強さを測定することができる。
【００３１】
　ＤＴＭにおいて、ＰＳ及びＣＳ連結に対してハンドオーバーがそれぞれ遂行される場合
、ＰＳとＣＳとの間の優先順位が問題になる。すなわち、前記問題は、ＰＳハンドオーバ
ーとＣＳハンドオーバーとの間で何れのハンドオーバーが先に遂行されるべきであるかに
関連する。従来のＧＳＭ／ＧＰＲＳ／ＥＤＧＥシステムでは、ＣＳのためのハンドオーバ
ーが先に遂行された。しかし、ＰＳ基盤のサービスが多様化されるにつれて、場合によっ
ては、音声通話サービス（すなわち、ＣＳサービス）よりパケット基盤のサービスが一層
重要に見なされることもある。例えば、ＭＳが音声通話サービス（例えば、電話通話）を
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しながらインターネットサービス（例えば、インターネットバンキング）に接続している
と仮定すると、このような状況で、パケット基盤のサービス（すなわち、ＰＳサービス）
を電話通話などの音声通話サービス（すなわち、ＣＳサービス）より重要に取り扱う必要
がある。
【００３２】
　そして、ＤＴＭのハンドオーバーにおいて、ＣＳ及びＰＳのうち何れのハンドオーバー
が先に遂行されるべきであるかに対する優先順位を考慮する必要がある。しかし、ＣＳと
ＰＳとの間の重要度は、使用者の要請や設定によって変わり得るので、ＭＳは、応用階層
（Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｌａｙｅｒ）で前記ＣＳとＰＳとの間の優先順位を決定する
ことができる。例えば、ＤＴＭハンドオーバーが遂行される状況で、ＭＳは、応用階層で
ＣＳとＰＳとの間の優先順位を決定するための特定のパラメータを設定することができる
。具体的に、前記特定のパラメータを‘Ｐｒｉｏｒｉｔｙ＿ＤＴＭ’とするが、前記特定
のパラメータが‘Ｐｒｉｏｒｉｔｙ＿ＤＴＭ＝ＣＳ　ｃｈａｎｎｅｌ’に設定された場合
は、ＤＴＭでハンドオーバーが発生するとき、ＰＳ連結よりＣＳ連結に優先順位を与える
ことを意味する。一方、前記特定のパラメータが‘Ｐｒｉｏｒｉｔｙ＿ＤＴＭ＝ＰＳ　ｃ
ｈａｎｎｅｌ’に設定された場合は、ＤＴＭでハンドオーバーが発生するとき、ＣＳ連結
よりＰＳ連結に優先順位を与えることを意味する。‘Ｐｒｉｏｒｉｔｙ＿ＤＴＭ’値は、
使用者の意図によって変更されるが、基本値（ｄｅｆａｕｌｔ）は、ＣＳ連結に優先する
ように設定（すなわち、‘Ｐｒｉｏｒｉｔｙ＿ＤＴＭ＝ＣＳ　ｃｈａｎｎｅｌ’）するこ
とができる。そして、前記応用階層で決定された‘Ｐｒｉｏｒｉｔｙ＿ＤＴＭ’値は、Ｍ
Ｓ　ｃｌａｓｓｍａｒｋ　３　ＩＥ（Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ）とＭＳ
　ＲＡＣ（Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ）ＩＥを通してセルに伝達
される。
【００３３】
　図２は、ＣＳサービスとＰＳサービスとの間の優先順位を考慮したＤＴＭハンドオーバ
ー遂行過程を示した例示的なダイアグラムである。図２に示すように、ＭＳは、隣接セル
に対する信号強度を測定する（Ｓ２１）。その後、ＭＳは、測定された信号強さを、現在
ＭＳと連結された現在セルに伝送する（Ｓ２２）。そして、ＭＳは、前記セルからＤＴＭ
ハンドオーバー命令メッセージを受信する（Ｓ２３）。ＤＴＭハンドオーバー命令メッセ
ージを受信した後、ＭＳは、ＣＳとＰＳとの間の優先順位を検査する（Ｓ２４）。ＣＳが
ＰＳより高い優先順位を有すると判断される場合、前記ハンドオーバー命令メッセージに
含まれた情報に基づいて、新しいセルに先にＣＳ連結に対するハンドオーバーを遂行する
（Ｓ２５）。ＣＳハンドオーバーが遂行されると、ＰＳハンドオーバーを遂行することが
できる（Ｓ２６）。一方、ＰＳがＣＳより高い優先順位を有すると判断される場合、前記
ＤＴＭハンドオーバー命令メッセージに含まれた情報に基づいて、新しいセルに先にＰＳ
連結に対するハンドオーバーを遂行する（Ｓ２７）。ＰＳハンドオーバーが遂行されると
、ＣＳハンドオーバーを遂行することができる（Ｓ２８）。
【００３４】
　図３は、ＣＳサービスとＰＳサービスとの間の優先順位を考慮したＤＴＭハンドオーバ
ー遂行過程を示した他の例のダイアグラムである。すなわち、ＤＴＭハンドオーバー遂行
中にエラーが発生した場合、ＣＳハンドオーバーまたはＰＳハンドオーバーのうち何れを
優先的に遂行すべきであるかを示している。換言すると、ＭＳがＤＴＭハンドオーバーの
失敗に起因して、ＣＳサービス及びＰＳサービス両者のためのハンドオーバーを遂行でき
ない場合、両者（すなわち、ＣＳまたはＰＳ）のうち何れに優先順位があるかによって、
ＭＳは、選択されたサービス（ＣＳサービスまたはＰＳサービス）のためのハンドオーバ
ー遂行を決定することができる。図３に示すように、ＭＳは、隣接セルに対する信号強さ
を測定し（Ｓ３１）、測定された隣接セルの信号強さを現在のセルに伝送する（Ｓ３２）
。その後、ＭＳは、前記現在セルからＤＴＭハンドオーバー命令メッセージを受信し（Ｓ
３３）、ＤＴＭハンドオーバー命令メッセージに含まれた情報に基づいて、ハンドオーバ
ー遂行中に発生したエラーを検出する（Ｓ３４）。ＤＴＭハンドオーバー失敗に起因して
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、ＣＳ連結またはＰＳ連結うち何れか一つに対するハンドオーバーのみを成功的に遂行で
きる場合、ＭＳは、ＣＳとＰＳとの間の優先順位を検査することができる（Ｓ３５）。優
先順位の検査結果、ＣＳがＰＳより高い優先順位を有する場合は、前記ＣＳハンドオーバ
ーを遂行することができる（Ｓ３６）。一方、ＰＳがＣＳより高い優先順位を有する場合
は、ＰＳハンドオーバーを遂行することができる（Ｓ３７）。
【００３５】
　図２または図３において、ＣＳ連結及びＰＳ連結中に、ＭＳは、ＢＣＣＨを通して伝送
される信号の強さを規則的に測定する。前記セル内にＰＢＣＣＨが存在すると、前記ＭＳ
は、ＢＣＣＨの代わりにＰＢＣＣＨを通して伝送される信号の強さを測定することができ
る。
【００３６】
　図４は、イントラセル環境でのＤＴＭハンドオーバー手順の信号処理を示した例示的な
ダイアグラムである。図４に示すように、ＭＳは、隣接セルの信号強さ及び／または信号
品質を測定するための隣接セルリストを、ＤＴＭでセル＃１から受信する（Ｓ４１）。前
記隣接セルリストは、測定情報メッセージを通してＭＳに伝送される。
【００３７】
　ＭＳは、前記隣接セルリストに該当する各セル（例えば、セル＃２、セル＃３）から受
信された信号の強さを測定する（Ｓ４２、Ｓ４３）。このとき、前記受信信号の強さは、
ＢＣＣＨを通して伝送される。そして、ＭＳが測定した信号強さに対する情報は、測定報
告メッセージを通してセル＃１に伝送される。より具体的に、前記信号強さに対する情報
は、前記測定報告メッセージに含まれた測定結果情報要素を通して伝送される（Ｓ４４）
。また、前記測定結果は、測定結果情報要素に含まれた各パラメータ（すなわち、ＲＸ＿
ＬＥＶ及びＲＸ＿ＱＵＡＬ）を用いてセル＃１に伝送される。
【００３８】
　ＭＳが測定した信号強さに対する情報に基づいて、ＤＴＭハンドオーバーを遂行する必
要があるとネットワークによって判断された場合、セル＃１を通したネットワークは、同
一のＢＳＣによって管理される他のセルに変更するようにＭＳに要請するハンドオーバー
命令メッセージ（ＤＴＭ　Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｃｏｍｍａｎｄ　Ｍｅｓｓａｇｅ）を伝送
する（Ｓ４５）。一方、ＤＴＭハンドオーバー命令メッセージは、他のＢＳＣによって管
理される他のセルに変更するようにＭＳに要請することができる（Ｓ４５）。
【００３９】
　ＢＳＣは、ＤＴＭハンドオーバーを遂行するようにＭＳに命令する前に、目標セル（セ
ル＃２）のチャネルを活性化させることができる。すなわち、セル＃２は、ＭＳによって
使用されるセル＃２のＣＳチャネルとＰＳチャネルを、マルチスロットクラス（ｍｕｌｔ
ｉｓｌｏｔ　ｃｌａｓｓ）によって割り当てることができる。ここで、前記ＤＴＭハンド
オーバー命令メッセージは、ＤＣＣＨを通して伝送される。
【００４０】
　ＤＴＭハンドオーバー命令メッセージを受信すると、ＭＳは、ＤＴＭハンドオーバー手
順を遂行することができる。ＤＴＭハンドオーバーでＣＳハンドオーバーとＰＳハンドオ
ーバーが独立的に制御されるので、ＭＳが各ハンドオーバーの過程を設定することができ
るが、予め定義された優先順位によってＣＳハンドオーバーまたはＰＳハンドオーバーが
遂行される（Ｓ４６）。各ハンドオーバーと関連した一連の過程が完了し、ＭＳとセル＃
２との間に主要シグナリングリンクが設定された後、ＭＳは、セル＃２にハンドオーバー
完了メッセージを伝送することができる（Ｓ４７）。
【００４１】
　そして、セル＃２は、ＢＳＣにハンドオーバー完了メッセージを伝送することができ、
次いで、ＢＳＣは、ＤＴＭハンドオーバー完了メッセージを移動サービススイッチングセ
ンター（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｅｒｖｉｃｅｓ　Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ　Ｃｅｎｔｅｒ；以下、
‘ＭＳＣ’という。）及びＳＧＳＮに伝送する。その後、ＭＳがセル＃１から解除される
間、前記ＭＳに各チャネルが割り当てられ、ハンドオーバーが終了する。
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【００４２】
　図５は、イントラセル環境でのＤＴＭハンドオーバーの信号処理を示した他の例のダイ
アグラムである。段階Ｓ５１～Ｓ５５は、図４に示したＳ４１～Ｓ４５と同一である。
【００４３】
　一方、ＤＴＭハンドオーバー命令メッセージを受信したＭＳは、パケットセッション（
ｐａｃｋｅｔ　ｓｅｓｓｉｏｎ）を放棄し、目標セル（ｔａｒｇｅｔ　ｃｅｌｌ）に対す
るアクセスを遂行することができる。すなわち、ＤＴＭハンドオーバー命令メッセージを
受信した後、ＭＳは、目標セル（セル＃２）にハンドオーバーアクセスメッセージを伝送
することができる（Ｓ５６）。これに対する応答として、セル＃２は、物理情報メッセー
ジを前記ＭＳに伝送することができる（Ｓ５７）。前記物理情報メッセージは、ＧＳＭ／
ＧＰＲＳ動作を再び遂行するために、セル＃２との同期化のためのＴＡ値を含む。ＭＳと
セル＃２との間に主要シグナルリンクが設定されるとき（Ｓ５８）、ＭＳは、前記物理情
報メッセージを用いてＰＳ連結のためにサービングＧＰＲＳ支援ノード（Ｓｅｒｖｉｎｇ
　ＧＰＲＳ　Ｓｕｐｐｏｒｔ　Ｎｏｄｅ；以下、‘ＳＧＳＮ’という。）にＲＡ／セルア
ップデートメッセージを伝送し、セル＃２にＤＴＭハンドオーバー完了メッセージを伝送
することができる（Ｓ５９）。
【００４４】
　セル＃２がＤＴＭを支援すると、ハンドオーバー過程は、上述した手順によって遂行さ
れる。しかし、セル＃２がＤＴＭを支援しない場合、ハンドオーバー過程は、ＣＳとＰＳ
との間の優先順位値（すなわち、Ｐｒｉｏｒｉｔｙ＿ＤＴＭ値）に基づいて変更される。
例えば、‘Ｐｒｉｏｒｉｔｙ＿ＤＴＭ＝ＣＳ　ｃｈａｎｎｅｌ’であると、ＣＳは、ＰＳ
より高い優先順位を有する。このように動作するとき、ＭＳがセルからＤＴＭハンドオー
バー命令メッセージを受信すると、ＰＳ連結が解除され、ＣＳ連結のみが可能な場合と同
様にハンドオーバー過程が遂行される。一方、‘Ｐｒｉｏｒｉｔｙ＿ＤＴＭ＝ＰＳ　ｃｈ
ａｎｎｅｌ’であると、ＰＳがＣＳより高い優先順位を有する。このように動作するとき
、ＭＳがセルからＤＴＭハンドオーバー命令メッセージを受信すると、ＣＳ連結が解除さ
れ、ＰＳ連結のみが可能な場合と同様にハンドオーバー過程が遂行される。
【００４５】
　図６及び図７は、インター－セル環境でのＤＴＭハンドオーバー過程の信号処理を示し
た例示的なダイアグラムである。より具体的に、図６に対する詳細な説明は、図４に基づ
いた詳細な説明を参考にすることができる。図６は、インター－セル環境に関するもので
ある点で図４と異なっている。これと同様に、図７に対する詳細な説明は、図５に基づい
た詳細な説明を参考にすることができる。図７は、インター－セル環境に関するものであ
る点で図５と異なっている。このように、図６及び図７に対する詳細な説明は、それぞれ
図４及び図５に対する説明と関連している。
【００４６】
　図８は、本発明の実施形態に係る各機能を遂行する装置の構造を示した例示的なダイア
グラムである。より具体的に、装置８０（例えば、ＭＳ）は、ＲＦモジュール８１及び制
御器８２を含む。前記ＲＦモジュール８１は、伝送ブロック８３及び受信ブロック８４に
分けられる。すなわち、受信ブロック８４は、隣接セルに対する情報を受信するために使
用される。ここで、前記隣接セルに対する情報は、前記装置が信号強さ及び／または信号
品質を測定できる各隣接セルを含む。信号の強さ／品質が測定された後、前記装置は、伝
送ブロック８３を用いて各隣接セルの信号強さの測定結果をネットワーク８５（例えば、
ＢＳＣ、ＢＳＳ、ＢＴＳ）に伝送することができる。
【００４７】
　ネットワーク８５が前記信号強さの測定結果を受信した後、ネットワーク８５は、前記
結果に基づいて、各隣接セルのうち何れか一つのセルにＤＴＭハンドオーバーを遂行する
ように前記装置８０に指示することができる。そして、受信ブロック８４は、ＤＴＭハン
ドオーバー命令メッセージを前記ネットワーク８５から受信することができる。その後、
前記装置８０は、ネットワーク８５によって指定された隣接セルにＤＴＭハンドオーバー
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過程を遂行することができる。
【００４８】
　本発明の技術的思想及び範囲を逸脱しない範囲で、本発明で多様な変形及び修正が可能
であることは、本発明の属する技術分野で通常の知識を有する者にとって自明である。し
たがって、本発明は、添付された特許請求の範囲及びその均等物内で提供される発明の変
形及び修正を含んでいる。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】専用モードにおけるハンドオーバー遂行過程の一例を示したものである。
【図２】ＣＳとＰＳとの間の優先順位を考慮したＤＴＭハンドオーバー遂行過程を示した
一実施例のダイアグラムである。
【図３】ＣＳとＰＳとの間の優先順位を考慮したＤＴＭハンドオーバー遂行過程を示した
他の実施例のダイアグラムである。
【図４】イントラ－セル（ｉｎｔｒａ―ｃｅｌｌ）環境でのハンドオーバー手順の信号処
理を示した一実施例のダイアグラムである。
【図５】イントラ－セル（ｉｎｔｒａ―ｃｅｌｌ）環境でのＤＴＭハンドオーバー手順の
信号処理を示した他の実施例のダイアグラムである。
【図６】インター－セル（ｉｎｔｅｒ―ｃｅｌｌ）環境でのハンドオーバー手順の信号処
理を示した一実施例のダイアグラムである。
【図７】イントラ－セル（ｉｎｔｒａ―ｃｅｌｌ）環境でのハンドオーバー手順の信号処
理を示した他の実施例のダイアグラムである。
【図８】本発明の実施形態に係る各機能を遂行する装置の構造を示した例示的なダイアグ
ラムである。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】



(12) JP 4961421 B2 2012.6.27

【図７】 【図８】



(13) JP 4961421 B2 2012.6.27

10

20

フロントページの続き

(72)発明者  コー，　ヒュン　ヒ
            大韓民国　５０１－１９０　クワンチュ，　ドン－ク，　ハク－ドン，　６３７－２０８，　クワ
            ンチュ　アパートメント，　２０５

    審査官  松野　吉宏

(56)参考文献  国際公開第２００４／０３６９４７（ＷＯ，Ａ１）
              特開２００４－１８７２９２（ＪＰ，Ａ）
              特開２０００－２０９６３３（ＪＰ，Ａ）
              Dual Transfer Mode (DTM);Stage 2(Release 6)，TS 43.055 V6.9.0 (2005-04)，米国，3GPP，
              ２００５年　４月２２日，v6.9.0，paragraph 5.2,6.3，ＵＲＬ，http://www.3gpp.org/ftp/Spe
              cs/archive/43_series/43.055/43055-690.zip
              Siemens，Enhanced DTM Handover and its Impact on PS Handover，GP-050704，フランス，3GP
              P，２００５年　４月　８日，paragraph 2，ＵＲＬ，http://webstats.3gpp.org/ftp/tsg_geran
              /TSG_GERAN/GERAN_24_Dublin/Docs/GP-050704.zip

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              H04B   7/24 -  7/26
              H04W   4/00 - 99/00


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

